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1肉用牛飼養の現状と問題の背景

かつて役肉用牛であった和牛はここ30年余で肉専用種としての大転換動はかってきた。その技術転換で

は，より大きい増休量，より良い飼料効率と肉質などを求め，更に社会的，経済的状況の変化が加わっ

て濃厚飼料多給型飼養が慣行化するに至っている。このような濃厚飼料依存型の肉用牛飼養技術は肥育

素牛と繁殖素牛の過肥化，仕上肥育時の増体効率の低下，肥育時の内臓疾病の多発，枝肉の厚脂肪，繁

殖障害の多発・泌乳性と連産性の阻害などの多くの欠陥があり21）．これらは牛肉生産のコスト高をまね

いているといえよう。

一方，地域農業の振興と水田利用再編対策が進むなかで，土地利用型肉用牛生産がクローズアップさ

れ，奥山草地の開発のみならず水田平場地帯において良質な粗飼料生産が行われるようになったことは

注目される。また，牛肉の消費は，スキヤキ肉に代表されるしもふり肉嗜好型から，焼肉，ハンバーグ，

シチュー肉などの赤肉嗜好型に変化してきている。このような農業施策の転換と牛肉消費動向の変化に

対応して，草食家畜である牛の生乳産肉特性に基づく飼い方によって生産コストを低減し，どのよう

にして安くてうまい肉を供給するかについて検討することは重要であろう。

東北地域は水田，畑地の畜産的高度利用とともに，畜産経営拡大の基盤となる未利用山地傾斜地が多

いことから，肉用牛の飛躍的な発展が期待されている。なかでも，北東北の風土に根づいた日本短角種

は山地傾斜地を利用した夏山冬里方式による生産体系を温存しており，日本の肉用牛飼養の原点として

零細ではあるが安定した生産を営んでいる。しかし，日本短角種の肉及び子牛の評価は一般にほかの和

牛品種に比べて低く，公共育成牧場などの整備拡充などにもかかわらず，農家の増頭計画は大きな進展

をみていないのが実情であろう。また，より高く売れる子牛を生産するために，子牛を山から早くおろ

して舎飼いする傾向すらみられはじめている。

ここでは，日本短角種の産肉特性と放牧及び粗飼料利用特性について検討を加えながら，上述の問題

点をどのように解決し，牛肉及び肉用牛生産コストを低減するかについて当場畜産部家畜第1研究室の

研究成果を中心に述べることにした。

なお，当課題は草地試験場主催による昭和57年度問題別研究会「ローコスト牛肉生産のための当面の

技術対応151において，全国視野の論議がなされたことをうけての北東北地方版として位置づけられよう。
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2　日本短角種の産肉特性

（1）濃厚飼料多給型肥育

濃厚飼料を多治した日本短角種去勢雄牛の産肉特性に関する報告は数多くある。

松川・今村）は日赤短角種肥育去勢牛の1日当たり増体量は黒毛和種のそれに比べ17％も有意に大

きいが，日本短角種は皮下脂肪が厚くなるなど，脂肪の沈着様式が黒毛和種と比べて大きな差があるこ

とを指摘している。竹下ら16）は，日本短角種の枝肉における赤肉の増量は21か月齢までではは頭うちと

なり，脂肪の増量のみがその後も続くことを明らかにしている。

嶽らりによると，枝肉痛戒における脂肪の割合は生体重が13．4か月齢420毎で23．5％であったのが5．5

か月間更に肥育を続けて672毎になると41．6％にも増加し，逆に赤肉の割合は58．7％から45．1％に低下

することを示した。

また，竹下ら16）は肥育月齢の増加にともなって，

ももの割合は減少し，ともばらと腎臓脂肪の割合

が増加し，ほかの部位ははば一定であることを報

告している。更に，枝肉格付では，15～18か月齢で

は大部分が「並」で24～27か月齢で「中」～「上」

程度になるとした。そして，嶽ら1）によると，枝肉

の外観及び肉質が「中」以上となるのは肥育度指

数が450以上になる時点と推察し，仕上げ体重が

600旬以上としなければならないことを示唆して

滝本ら24）は濃厚飼料多給型肥育による日本短角

種去勢碓牛の22か月齢仕上がり体重は500旬から

650毎のかなり大きな変動幅があることに着目し

た。図－1に示すように，枝肉の赤肉量は600毎

まで直線的に増加するが，650旬になったものは

600極のものとほほ同量で，脂肪のみが増量して，

卸売肉生産割合は低下した。このように，増体が

良好で，650旬に仕上がった肥育牛の赤肉生産割

合は46％まで低下し，逆に脂肪の生産割合は約40％

にも達していることは驚くべき事実である。

更に，図－2に示すように，クビ・ロース，バ

ラ及びももの3部位で同様の比較をすると，特に，

パラでは休重が重く仕上がるほど脂肪量が著しく

多くなる傾向が明らかにされている。

ー80－

5
　
0
　
5

2
　
2
　
1

赤
肉
量
と
卸
売
肉
生
産
量
（b）

0
　
0
　
0

2
　
1
　
0

濁

十‡十‡
葦 ＿

＋∴‡ ［

笠九重≡葱9（還7（談∴艶
図一1　22か月齢で異なる仕上げ体重となった日

本短角種の産肉量　　　　（滝本ら，1982）
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図－2　仕上がり体重別における主要部分肉中の
赤肉，脂肪量と第一次削除脂肪量

（滝本ら，1982）



次に，図－3で示すように，体重が同じ600極

に仕上がった黒毛和種（24か月齢），日本短角種（22

か月齢）及び褐毛和種（22か月齢）の3品種につ

いて同様の比較をすると，日本短角種はほかの和

牛品種に比べ，バラ及びもも肉の赤肉生産割合が

低く，その分，脂肪割合が多くなっており，その

結果が卸売肉生産割合を5％前後低めているもの

と患われる。

以上述べてきた濃厚飼料多給型肥育による竹下

ら16），嶽らl）及び滝本ら別）の結果は月齢と仕上が

り体重に差異がみられるので同一視できないが，

日本短角痙去勢雄牛の肉はほかの和牛品種に比べ，

しもふり肉にならないだけでなく，増体が著しく

て体重が重く仕上がるほど脂肪の蓄積量が多く，

その結果，卸売肉生産割合が低下することになり，

このことが日本短角種の枝肉の評価を下げている

赤
肉
・
脂
肪
の
生
産
割
合

赤
肉
・
脂
肪
の
生
産
割
合

0
　
　
　
0
　
　
　
0

赤
肉
・
脂
肪
の
生
産
割
合

黒毛　　　短角　　　褐毛

図－3　品種別における主要部分肉中の赤肉，脂
肪，御売肉生産割合　　（滝本ら，1982）

ものと推察される。嶽ら1）によると，濃厚飼料の摂取量と乾草換算による粗飼料摂取量は，それぞれ体

重591毎仕上げで2，879毎と746旬，622鳥9仕上げで3，115毎と1，109枕　672七g仕上げで3，78銅クと1，658鬼才と

報告している。このように，3．000毎以上の濃厚飼料を給与して体重を600幅以上に仕上げることはむだ

であり，複胃，肝臓などの疾病多発とあいまって，日本短角種の産肉特性を兵にいかした肥育法とはい

えないであろう。もし，このような肥育法をとるとすれば脂肪蓄積の観点から肥育期間を短縮して，仕

上げ休重は550毎程度にとどめるべきであろう。

（2）租飼料多給型肥育

上述のように濃厚飼料多絵型による日本短角種の肥育では難点が多いことから，肥育における粗飼料

の意義が重要となる。一世に若齢肥育では，給与飼料中の濃厚飼料と粗飼料の割合を前期50：50，中期

60：40及び後期75：25程度とし，体重に対する濃厚飼料の給与割合はそれぞれの期において，1．1～1．2％

1．3～1．4％及び1．5～1．6％とするとほほ直線的な増体が保たれ，飼料効率及び枝肉性状が良好になるこ

とが明らかにされている3）。また，粗飼料からのTDN給与割合は前期35％以上とし，後掛こ20％以下

にすることが肥育牛の増体効率上，合理的であるとしている18）。このように，肥育全期間にわたって粗

飼料と濃厚飼料を制限して給与することは原理的に最もむだのない肥育法であるといえるが，個体別に

飼養しなければならないため，省力多頭化できないなどの難点がある。

そこで滝本ら叫は育成的要素の大きい若齢肥育の前期に良質な粗飼料を多給し，後期には濃厚飼料を

多給する代償成長を利用した「前期粗飼料多給型肥育法」を明らかにしている。
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このような肥育法によって，吉田ら28）は日本短角種去勢雄牛の体重を540～550射こ仕上げる場合，

粗飼料多絵型肥育は濃厚飼料多絵型肥育に比べ，4か月間肥育期間は長く要するが，枝肉重量に対する

赤肉の生産割合は55％で，3％程度高くなることを報告している。更に，粗飼料多給型で仕上げ体重を

600榊こした場合㌘）の赤肉生産割合は表一1に示すように550毎仕上げと同じで，55％の水準を保つこ

とができる。しかし，黒毛和種の粗飼料多給型肥育牛に比べ，その数値は3．5％程度低く，なお，黒毛

和種の濃厚飼料多絵型肥育牛のそれよりいく分低い結果となっている。

義一1粗飼料多給型と濃厚飼料多給型肥育の産肉量の比較

肥 育法 粗　 飼　 料　 多　 絵 濃　 厚　 飼　 料　 多　 給

項 目　　　　　　　 品 種 日本 短 角 種 黒 毛 和 種 日本 短 角 種 黒 毛 和 種

開　 始　 時　 体　 重 （毎） 3 6 3．0 3 3 2．3 3 4 4．5 3 3 1．3

終　 了　 時　 休　 重 （毎） 5 9 9．7 5 7 3．3 5 8 6．5 5 8 0．0

1 日当た り増 体量 （毎） 0．7 8 0．6 7 0．9 1 0，8 4

複　 胃　 重　 量 （毎） 1 3．1 3 9．9 8 1 0．7 7 9．7 2

消 化 管 ／ 体 重 （％） 3．4 1 2．9 5 2．9 1 2．9 3

2 4 0 掬
増体 に
要 した

濃厚 飼料 （晶 ）
1，6 0 3 1，9 8 0 2，2 1 0 2，3 2 9

粗 飼 料 （晶 ）
1，12 5 1，2 3 9 3 5 5 4 5 0

皮　 下　 脂　 肪 （虎） 0．7 5 0．6 8 1．1 3 0．9 3

脂　 肪　 交　 雑 （プラス） 0．3 1．7 0．5 2．8

枝　 肉　 歩　 留 （％） 59．0 6 0．4 6 0．6 6 1．8

枝

肉

構

成

赤　　 肉 （％） 5 5．0 58．4 5 1，9 5 6．7

脂　　 肪 （％） 3 0．9 2 6．9 3 3．8 29．3

骨　 （％） 1 2．5 1 3．0 1 2．1 1 2．3

（常石ら，1983）

また，粗飼料多給型肥育牛において，日本短角種の複胃の重量は濃厚飼料多給型肥育牛に比べかなり

大きいことから．食い込み能力が向上して増体量が高くなる。このような傾向は褐毛和種19）でのそれと

も一致している。

次に，日本短角唾は乳用タイプのショートホーンと肉用タイプのショートホーンの導入によって，そ

の改良がはかられてきた経緯があるが，現在ではこれを厳密に区分けすることはできないようである。

しかし，現実には表現型ではあるが，この両者の牛が存在していることも事実である。ここでは，あえ

て，これらを大型タイプと小型タイプに分けることを許されるとして，この両者を粗飼料多絵型によっ

て肥育を行ない，黒毛和種と対比した産肉成績25）を示すと表－2～3に示すとおりである。
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義一2　粗飼料多給型肥育牛の産肉特性（その1）

－　増体量と枝肉構成義　一

　　 品 種

項 目

日　　 本　　 短　　 角　　 種
黒　 毛　 和　 種

大 型 タ　 イ　 プ 小 型 タ　 イ　プ

開 始 時 体 重 （毎 ） 2 39 ．0 1 8 4 ．0 2 7 1．5

終

了

時

体　　 重 （毎） 6 1 1．0 5 4 1．5 5 3 7 ．3

体　　 高 （用 ） 1 3 1．7 12 5．9 1 2 9．7

体　　 長 （用） 15 4 ．2 14 9．3 14 6 ．9

胸　　 囲 （用 ） 2 12 ．0 19 7．5 2 0 3．0

陶　　 深 （用 ） 7 5 ．0 7 0 ．5 7 1．0

1 日当たり増体量 （毎 ） 0．9 5 0 ．9 1 0 ．6 8

乾 摂

取
物 量

濃 厚 飼 料 （旬 ） 2，0 0 8 1，9 8 1 1，9 1 9

粗 飼 料 （毎） 1，5 5 4 1，3 4 2 1，4 0 4

左

重　　 量 （舟の 18 2．0 15 0．9 1 6 0 ．9

赤　 肉 ～晋 i 9 7 ．0 7 2．7 8 9．4

半
（53．3） （4 8 ．2 ） （5 5．b ）

脂　 肪 ‡雛 5 9．5 5 5．8 4 6 ．7

丸 （32．7 ） （3 7 ．0 ） （2 9．0）

骨 ‡晋‡ 2 1．4 18 ．9 20 ．4
（11．8 ） （1 2．5 ） （1 2．7）

右 半
丸
精　 肉 藩 1 1 1．9 90 ．5 1 0 0．6

（62．4） （6 1．1 ） （6 3 ．8）

（滝本ら，1983）

全乾物飼料摂取量中に占める粗飼料の割合は40％以上で，仕上げ月齢は垣角・大型タイプ牛24か月齢，

短角・小型タイプ牛25か月齢及び黒毛25．5か月齢であった。仕上がり体重は短角・大型タイプ牛が短角

・小型タイプ牛に比べ，約70極大きいが，同比較で赤肉の生産割合は5％以上高く，逆に脂肪の生産割

合は4％以上低かった。

また，黒毛和種とほぼ同等の休重に仕上がった短角・小型タイプ牛は，赤肉生産割合が7％以上少な

く，逆に脂肪の生産割合は8％高くなっていた。これらの結果は右半丸で調べた精肉生産割合に反映し

ているが，短角・大型タイプ牛と小型タイプ牛との差異は1．3％であった。

更に，主要枝肉部位における赤肉と筋間，皮下，内面の各脂肪の構成割合を示すと表－3のとおりで

ある。これによると，品種及び部位において各構成割合が異なることを知ることができる。特に，粗飼

料多絵型肥育といえども，日本短角種は黒毛和種より筋間脂肪量が多く，更に日本短角種の小型タイプ

牛は大型タイプ牛に比べ，ともばらにおいて筋間脂肪の割合が著しく多くなっていることはそれだけ肉

の評価を低めることになろう。

この項で述べてきたように，粗飼料多絵型肥育は日本短角棒の産肉特性からみて，極めて合理的な肥

育法といえよう。また，小型タイプの日本短角種はそれでも脂肪の蓄積が著しいため，仕上げ肥育にお

ける濃厚飼料を更に500～800極少なくしたり，仕上げ体重を500毎程度にとどめることが必要であろ

う。しかし，このことは小型タイプ牛が大型タイプ牛に比べて劣るということではなく，むしろ，早期
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表－3　粗飼料多絵型肥育牛の産肉特性（その2）

一主要部位における構成割合　－

　 項 目

部 位
品　　 種 重　　 量 赤　　 肉

脂　　　　　　　 肪

筋　　 間 皮　　 下 内　　 面

サ ー ロイ ン

短 角 ・大 型 12．3　 旬 52．0　 ％ 15．6　 ％ 15．6　 ％ 二．叫　 も
短 角 ・小 型 10．3 44．0 15．7 18 ．0 2．0

黒　　　 毛 10．5 54．0 10．0 11．5 2．3

と　 も　ば ら

短 角 ・大 型 35．4 43．3 24．6 18 ．6 4．9
短 角 ・小 型 28．3 37．5 34．5 17．8 3．9
黒　　　 毛 29．1 42．5 19．9 21．9 5．5

も　　　 も

塩 角 ・大 型 50．0 60 ．4 13．1 7．0 2．4
短 角 ・小 型 42．5 59．0 11．6 10 ．1 0．8
黒　　　 毛 45．9 66．2 7．7 7．9 0．8

（滝本ら．1983）

に出荷できる利点があるので，このような素牛が生産されやすい短角飼養地帯では小型タイプの牛をの

ばすことが大切と思われる。

（3）碓牛からの肉生産

小山lO）は，日本短角種雄牛の肥育は去勢雄牛に比べ，l日当たり増休量は23％高く，TDN要求率は去勢

雄牛の88．5％で，極めて効率よく増体することを報告している。

濃厚飼料多瘡型による碓肥育牛の仕上げ体重が651旬（18か月齢）及び729毎（24か月齢）となった枝肉

構成量並びに主要部位における構成割合を示すと真一4～Sのとおりである。これらを先に示した図一1，3

及び表－1，2，3の日本短角種去勢碓肥育牛の同様のデータと比べてみることは興味あることであろう。

義一4　日本短角種碓肥育牛の産肉特性（その1）

一枝肉構成量と精肉生産量　－

体　　 重
左　　　 ‾‾亘　　　　 丸

重　　 量 赤　　 肉 脂　　 肪 骨

右　　半　　丸

括 肉
廟 毎 毎（％） 毎（％） 旬（％） 旬（％）

651．0 187．4
121．5 39．1 21．7 136．8

（64．8 ） （20．9 ） （11．6 ） （73．5）

729．0 219．3
117．6 72．8 25．0 －
（53．6） （33．2） （11．4） （－ ）

削除脂肪

N－21

坤、IJ
24．6

（13．2）

N－10
（－）

（滝本ら．未発表）

義一5　日本短角種碓肥育牛の産肉特性（その2）

－　主要部位における構成割合　－

　 項 目

部 位
牛 鵬 重　　 量 赤　　 肉

脂　　　　　　　 肪
骨

筋　　 間 皮　　 下 内　　 面

サー ロ イ ン
N － 21 12．24　 吻 60 ．4　 ％ 6．9　 ％ 12．3　 ％ 1．6　 ％ 16．7　 ％

N － 10 14．95 53．6 15 ．4 12．6 2 ．5 15．4

と　 も　ば ら
N － 21 32．39 58 ．2 10 ．2 16．9 4．7 6．8

N － 10 40．65 41．1 2 1．6 24．3 5 ．7 6．9

も　　　 も
N － 21 52．73 70．6 6．1 6．9 0．7 12．8

N － 10 58．5 7 6 1．4 10 ．0 11．1 1．1 13．8

（滝本ら，未発表）
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碓肥育の仕上げ休重が65日ダ程度での，枝肉重量に対する赤肉の生産割合は約65％で極めて高く，去

勢雄肥育牛では得られない結果であろう。また，精肉（可食肉）歩留は73．5％と極めて高い。更に碓肥

育牛の赤肉生産割合が去勢堆肥育牛の51～55％水準となるのは700廃以上であることが示唆された。

しかし，雄肥育牛の赤肉生産量は仕上げ体重が650毎と730毎とで差異がなく，体重を重く仕上げる

ことによって枝肉重量に対する脂肪の生産割合が12％程度高くなっている。また，仕上げ体重が増すこ

とによる脂肪交雑の増量は去勢雄肥育と同様に少なく，増体がよい碓肥育であっても700鳥9以上に仕上

げることはむだであろう。特に，表－Sに示すように，仕上げ体重が増加することによるサーロイン及

びともばらにおける筋間脂肪割合は皮下脂肪のそれよりも著しく増加するため，枝肉の評価を低める結

果となろう。

以上のように，雄牛肥育は脂肪の蓄積量が少なく赤肉主体の効率よい肉生産ができることから，ほか

の和牛品種に比べて脂肪交雑が少ない日本短角種では極めて重要な肥育法として再検討すべきであろう。

（4）繁殖雌牛からの肉生産

牛肉生産は去勢雄牛からだけでなく，繁殖雌牛からも行う必要があろう。それは，去勢雄牛に比べ長

い年月にわたって，子牛生産のため粗飼料主休で飼養されているという特徴があるためである。

滝本ら氷）は放牧を毎年くり返してきた日本短角種不妊成雌牛の枝肉構成割合と卸売肉生産割合などに

ついて報告している。それによると，生体重が600～700毎であれば，成雌牛を普通肥育した枝肉構成

割合と同等となり，赤肉と脂肪の生産割合はそれぞれ48～53％及び33～39％で，卸売肉生産割合は67～

70％であった。

これらの牛は4～8歳齢であるが，このように長い年月をかけて成雌牛を人工草地に放牧飼養するだ

けで肥育が可能であることが示されている。しかし，増休量が著しく高く，生休重が815如こもなると，

脂肪蓄積割合が赤肉生産割合を上まわり，卸売肉生産割合は62％に低下してしまうので，放牧といえど

もふとり過ぎには注意しなければならない。

義一6　日本短角種牛肉の食味結果

L　 や わ らか さ う　　 ま　　 さ

飼養法

総　合　評　価

かたい 程よい
やわら
か い

とても
うまい うまい まずい

極　 上 上 中

15％ 65％ 20％ 23％ 73％ 4　％ 17％ 57％ 26 ％

43 52 5 4 87 9 4 42 42

並

濃飼肥育
放牧飼育

％0

　

0

注．上段　2才，与．570～620毎
下段　4～8才，♀，628～815毎

（滝本ら，未発表）

これらの肉の食味について漠厚飼料多絵型肥育牛の肉と比較した結果を示すと表一6のとおりである。

肉は去勢雄牛肉に比べ明らかにかたいが，うまさがあり，食味の総合評価はかならずしも低くないこと

は注目されよう。また，この放牧肥育雌牛の脂肪の色はかなり黄色を呈していたが，牛肉からビタミン

Aをとることができることから，むしろ望ましい食肉として評価すべきと思われる。

以上のことから，長い期間を要するが，粗飼料のみによる日本短角種の肥育は可能であり，特に，淘

汰成雌牛を人工草地に放牧して仕上げ肥育することは有効と思われる。
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3　日本短角種の放牧飼養と肉生産

（1）奥山草地利用による2シーズン放牧肥育

小野寺7）は7～8か月齢，体重210毎程度の日本短角種去勢雄子牛を161日間サイレージ主体による

冬期育成をし，翌春，人工草地に濃厚飼料無給与で175日間輪換放牧した後，175～224日間濃厚飼料

飽食によって約58Mgの体重に仕上げる「2シーズン放牧による肥育技術」を発表している。更に，小

山ら12・13）は同様の実験によって，濃厚飼料の所要量は，慣行肥育法の55、65％に相当する1．7～2．0托

25か月齢630毎程度の体重に仕上がることを明らかにしている。

義一7　奥山草地における2シーズン放牧肥育（その1）－増体量一

ス　　 テ　　 ー　　 ジ 期　 末　 体　 重 1 日当たり増体量 日　　　　　　　 数

開　 始　 時 1）
244．6 ± 23．5　毎 一　 極 一　　　 日

冬 期　育 成 期 315．3 ± 32．7 0．68 91

場　 内 放 牧 期 335．9 ± 21．5 1，00 33

諾 聖 霊 警 芸 2） 454．8 ± 20．0 通算　 0．773） 174

599．1 ± 17．0 1．284） 109 日及び 131 日

注，1）57，1，14
2）58，2，24，同3，17
3）人工草地（春）1．13人訊　野草地（夏）0，46毎，人工草地（秋）0．66吻
4）屋外肥育区1．36晦，屋内肥育区1．19吻

DG（0．86±0．06吻）
407日′〉429日

（西村ら，1983）

表－8　奥山草地における2シーズン放牧肥育（その2）－1頭当たり飼料摂取量－

　　 飼料

期

濃　　 厚　　 飼　　 料 粗　　　 飼　　　 料

配　 合　 飼　 料 大　　 豆　 拍 サ イレー ジ類 乾　　　　 草

冬 期 育 成 期 95．2鬼才 54．0極 1，654．3 旬 －

仕 上 肥 育 期 1，192鳩
－ －

295鳩

合　　 計 1，287．5毎 54．0辱 1，654．3 毎 295．6 毎

注，1）屋外肥育1．115．“ク，屋内肥育1，268．9毎　　　　　　　　　　　　　　　　（西村ら，1983）
2）　　〝　　　279．0物，　〝　　　295．6吻

このように放牧をとり入れた春子の肥育を標高約800〝才の北上山系の奥山草地で実施した結果6）を示

すと表－7～9のとおりである。

春期と秋期は人工草地に輪換放牧を行い，増体量が低下する夏期に野草地に放牧することによって，

放牧全期平均1日当たり0．77極の良好な増体量が確保できた。また，仕上げ肥育期における1日当たり

増休量は，濃厚飼料と牧乾草を飽食することによって約1．3極となった。特に，仕上げ肥育の管理法は屋

内飼養より屋外飼養が良好な増体量を得ている。このようにして，仕上げ肥育は109～131日間の極め

て短い期間で約600毎の体重となった。

しかし，この場合，かなりの粗飼料多給型であるにもかかわらず，表－9に示すように，赤肉の生産

割合は55％に満たなかった。このことは，放牧地で増休が良好であったことと，仕上げ肥育期における

濃厚飼料の飽食によって，著しい脂肪蓄積を示したもので，これを防止するためには仕上げ肥育用配合
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飼料のカロリー含量を低める

か，あるいは濃厚飼料を制限

して給餌する必要があろう。

以上のように，春子去勢牛

の放牧による肥育は奥山の人

工草地及び野草地で，より日

本短角種の産肉特性が発揮さ

れ，痕厚飼料の所要量が極め

て少なく，1，30日ダ程度で，

600毎の体重に仕上げること

ができよう。

義一9　奥山草地における2シーズン放牧肥育（その3）

－解休成績及び枝肉構成割合－

と　 殺　 直　 前　 体　 重 （辱） 5 78．3　± 15．0

温　　　 と　　　 体　　　 重 （極） 3 48．2　土 11．1

枝　　 肉　　 歩　　　 留 （％） 60．2　±　 0．9

皮　 下　 脂　 肪　 厚　 さ （甜） 1．41 ±　 0．2 8

ロース芯脂肪交雑状感 （プラス ） 0．5　±　 0．3

枝　　　 肉　　　 格　　　 付 申 2 頭 ，並 6 頭

左 半 丸 の

構 成 （％）

赤　　　 肉 5 2．6　± 1．6

脂　　　 肪歎 32．5　± 1．9

骨 12．3　±　 0．5

注，※：宵脂肪を含む　　　　　　　　　　　　　（西村ら，1983）

（2）肥育薫牛の先行放牧と繁殖雌牛の後追い放牧

上述の2シーズン放牧肥育法は1日当たり増体量0．6Ag以上にするために，生産草量が4～4．5レ／10a

の人工草地に1頭当たり30～33aとして，現存草量に対する利用率を50～55％としなければならなしJl）

ので，季節に応じて，残草の放牧利用をはかることが大切であろう。

滝♂・23）は，褐毛和種の前期粗飼料多絵型肥育牛と繁殖牛の飼養において，肥育素牛の先行放牧と繁

殖雌牛の後追い放牧法による草地の有効利用について述べている。

そこで，2シーズン放牧による春子肥育素牛と秋子生産のための初妊牛をそれぞれ，先行及び後追い

放牧した中間増体成績を示すと表－10のとおりである。

義一10　肥育素牛と繁殖雌牛の放牧試験成績（中間）

　 項 目

所 最 方 法
牛　　 群

頭

数

入 牧 時

体 重

中 間 測 定

（終 了 ）
時 体 重

増 体 量
1 日 当 た

り増 体 量

備　　　　　　　 考

厨

川

先 行 放 牧
2 シー ズ ン

放 牧

（谷 ）

頭

8

35 5．6 毎 47 4．4 毎 118㌔ 0．詔 ク 短 角 ，黒 毛 ，そ の 雑 種 ，
褐 毛 の 各 2 頭

± 39．1 ± 4 1．6 ± 13．7 ± 0．07
19 0 日間 輪 換 放 牧

1 頭 当 た り50 a ， 4枚 区

後 追 い

放　 牧

初 妊 牛

10
44 3．1 50 3．8 60．7 0．48

妊 娠 中～ 末 期 短 角

12 6 日間輪 換 放 牧

1頭 当 た り40 a ， 4牧 区
（♀） ± 30．2 ± 27．2 ± 11．9 ± 0．09

哺 乳 秋 子 9

生 時

34．2 79．3 45．1 0．98

短 角 ，4 6 ± 8 日齢 まで

古 3 頭 ， ♀ 6 頭
± 4．6 ± 12．9 ± 9．9 ± 0．12 上 記 初 妊 牛 の 産 子

外

山

定 置 放 牧
2 シー ズン

放 牧

（与 ）

6
375．0

± 55，7

476．3

± 57．3

10 1．3

± 7．9

0．65

± 0．0 5

短 角

15 6 日間 奥 山 牧 草 地 に 放

牧 1 頭 当た り42 a

野 草 地

輪 換 放 牧

2 シー ズン

2

3 19．0 366．0 47．0 0．3 9
短角

16 2 日間 奥 山 草 地 に輪換
放 牧

1頭 当 た り1肋 ，4 牧 区

放　　 牧 ？ J J J
（与 ） 358．0 409．0 5 1．0 0．42
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これによると，4鹿の人工草地において，肥育素年及び初妊牛ともに濃厚飼料無給与で，前者は190

日間の放牧期間中に平均118．8鳥9パ政及び後者は126日間の放牧期間中に平均60．川ダ／頭の増体量をそれ

ぞれ得て，かつ，平均34．2軸の子牛を生産したことになる。この草地は，試験継続中で放牧終了時まで

に600カウデー程度の牧糞力があると推定されるが，このようによく管理された草地では2シーズン放

牧肥育牛を先行放牧することによって，その期間における期待増体量0．6鳥ク17）を確保でき，更にその残草

を初任牛に後追い放牧することによって，正常な子牛を生産できることをほぼ実証したことになろう。

なお，後追い放牧ははば機械的な傾ぐり法であったが，季節による肥育素牛と初妊牛との放牧頭数並び

にその滞牧日数のバランスについては今後の検討が必要と患われる。

（3）2シーズン放牧肥育牛の定置放牧と野草地輸換放牧

つぎに，奥山草坤ではその立地条件から，小面積区画による輪換放牧技術の普及は少なく，定置放牧

利用が多い。奥山草地における日本短角種2シーズン放牧肥育牛の定置放牧による増体成績は表－10に

示すとおりで，草地の利用率は前述の先行・後追い放牧より低下するが，期待増体量はじゅうぶん確保

できよう。特に，生産草量の低い，3．500旬／10aの人工草地での放牧ではこの方法による肥育素牛生産

は有効と思われる。

更に，1頭当たり1血のササーシバ型野草地に162日間，日本短角種2シーズン放牧肥育牛を放牧し

た1日当たり増体量は0．39～0．42Agで，期待増体量を確保できなかった。しかし，このような野草地を

少し改良することができるならば，上述の人工草地放牧に比べて1頭当たりの所要面積は2～3倍要し

ながらも，2シーズン放牧肥育技術を導入できるものと思われる。現在，草地研究者によって，牧草と

野草との混在草地が検討されており，安定した草地の維持管理ができれば，放牧による肥育素牛の育成

は繁殖雌牛の放牧とあわせて総合的に山地傾斜地を利用する技術と結びつくであろう。

このように，放牧を主体とした肥育技術を公共育成牧場に導入し，子牛生産とともに草地を有効に利

用することによって牧場経営を安定化させることになろう。すなわち，肥育素牛，妊振牛，哺乳牛など

の栄養要求量に合致した種々の草地を準備し，季節に応じて放牧方法をかえて利用する技術を検討する

ことによって，子牛の生産コストは旧来の帝国牧野方式11）によるそれに近づけることができ，あわせて

牛肉生産コストの低減を可能にするものと思われる。

4　コスト低減への技術的対応

（1）帝国牧野方式と公共牧場の進展

既に，日本短角種の産肉特性の概略と放牧■を主体とした肉生産の技術ポイントを紹介してきた。ここ

では，このような原理原則にのっとって，低コスト牛肉生産にどのように対応しなければならないかを

考えてみよう。

それには，役肉用牛を肉専用種へ転換する技術論理が必要で，牛が肉を生産するという生物的特性は

今も昔も大きな変わりがないのであって，その特性をもって肉の需要とか人間の嗜好が変わってきたの

にどのように対応するかが問題となろう。これについて，滝本21）は肉用牛の最終生産物である肉生産に
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むけて，それぞれの立地条件に規制された一連の飼養の流れとしてとらえるところの「生産生産技術論」

を述べている。

日本短角種には岩手県山形村などに役肉用牛時代の「きのことり」といわれる帝国牧野方式が産地技

術の原型として今も残っている。これをどのように発展させながら肉用牛の低コスト，安定生産技術へ

つなげるかが問題となる。この旧生産方式の技術内容は野草地及び国有林を利用することによるまき牛

繁殖春子生産を基調とした夏山冬里飼養方式である。このような生産方式は少頭数安定再生産によって

子牛を低コストに生産しているといえよう。しかし，商品経済に対応するところの増頭及び，牛肉の通

年出荷が困難で，牧野管理の後継者がいないなどの問題もかかえていて大きな発展はないようだ。また，

このようにして生産された子牛は体格が小さく，肉専用種としての転換が難しいという評価があるが，

事実そのとおりかどうか疑問が残されよう。

次に，まき牛繁殖・春子生産をそのまま受けつぎ，より高品位の肉用子牛生産をめざして奥山の野草

地を改良した公共育成牧場方式によって，増頭，規模拡大をはかってきた。改善技術としては蛇沼2）が

述べているように，周年飼養体系としての夏山，冬山方式への一部転換，人工授精とまき牛の組合せ，

放牧期間の延長及び牧草地，野草地，林地の組合せ方式による肉牛生産などがあげられる。これらのす

べてが普及しているわけではないが，今後の展開をきめていく技術として注目されよう。

ところで日本短角種の公共育成牧場では，放牧頭数が一時増加したが，子牛価格の低迷などによって

それも停滞し，その結果人工草地造成地において，旧牧野利用状況へ退行する傾向がみられる。また，

繁殖牛は人工草地放牧が主体となって野草地，林床地の利用は低下，あるいは廃絶になっている例が多

くなってきていることも事実である。更に，高価格に売れる子牛を生産するために黒毛和種飼養へ変え

ていく地区がみられるが，必ずしもその効果は判然とはしないなど新たな問題を多くかかえている。

那須野5）によると，公共牧場は草地の生産力を積極的に高め，集約的な利用を行わなければ成立しな

いとし，そのためには，立地条件や当該地域の畜産振興方針に応じて牧場を区分する機能分担方式を提

唱している。

（2）薪夏山冬里方式と産地技術の創造

前項で述べてきたように草地の開発利用は，必ずしも肉専用種の低コスト生産に結びつかないようで，

なお多くの総合的な改善が求められているといえよう。そのためには牛が生れて肉になるまでの牛の全

生涯を通じた一連の飼養の流れを，野草を含めた草とどう結合するかを検討しなければならない。牧草

の生育特性と牛の放牧特性からみて，繁殖生産のためだけに草地を改良するということではあまりにも

むだがある。すなわち道路を整備して奥山草地を改良し牧区を区画することは，肉を生産することまで

を含めた生産技術体系に対応せんがためでなければならないであろう。したがって公共牧場は，牧草地

野草地，林地に春子生産をした子付成牛のみならず，2シーズン放牧肥育素牛，後継若雌牛，秋子生産

雌牛，秋子放牧肥育素牛，淘汰雌放牧肥育牛などをどのように放牧していくかを検討する必要があろう。

牧草地放牧を主体としての去勢牛，成雌牛の肥育並びに秋子生産ができることは前章で既に述べた。

また，繁殖牛の放牧飼養は帝国牧野方式によってじゅうぶん生産ができるので，人工草地での繁殖雌
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牛飼養は肥育牛の放牧残草によって管理することを基本とすべきであろう。もちろん地区によって地形，

その気候．風土が若干異なるのでこれらの牛ステージのうちどれとどれを選択してやれるかを決めて行

ゎねばならないことはいうまでもない。しかし．先に引用した那須野5）が提唱した機能分担方式では．

隣接した各牧場の機能を分担せしめて肥育牧場とか，繁殖牧場，乾草牧場などになるので，上述の各ス

テージの牛の放牧技術の結合は困難となるであろう。すなわち牧草，野草．林床草の生産量とその質の

季節的変化にあわせて各種ステージの牛の栄養要求量をほほ満足させるように放牧する。このように草

地のより集約的な利用をすることによって総合的なコスト低減がはかられ，増頭を可能とした安定再生

産が確立できるものと思われる。繋殖雌牛は牧草地でふとらせすぎないようにするために旧来の野草地

林地を主体とした放牧を温存すべきであろう。またこのような公共牧場の管理には直接牛飼養農家が参

加する必要がある。もともと公共牧場をつくった地区はそのような共同作業の素地があり，このような

生産活動をのばすことこそが大切でそれを廃絶することは．昔も今もかわらないところの山なりの利用

を困難にするであろう。このような生産方式は，かつての帝国牧野方式をのばし安定して生産力の向上

ができることから，産地をつくる技術として体系化をはかった「新夏山冬里方式」と仮称しよう。また，

このような技術体系の創造は冬期闇の飼料確保と簡易な畜舎の増築などをともなわなければならないで

ぁろう。これらの方策としては，里山草地の開発，旧薪炭林の再開発や地域内一員経営システム9）の導

入が考えられる。しかし，冬期の飼料確保はきびしいので，このような生産地帯では放牧による6～8

か月齢の春子生産のみならず，18～19か月齢の春子放牧肥育素牛，14～15か月齢の秋子放牧肥育素牛，

淘汰雌放牧肥育牛として販売すべきであろう。そして，これらの牛がセリ市場から平場の水田地帯へ流

れていくことによって旧来の産地を復活させる必要がある。このことは役肉牛時代のセリ市場の制度を

若干手直しすることになること，及びこのような肥育素牛の評価が正当になされなければならないなど，

まだ時間を要する問題であろう。この意味において一時的な一貫生産体制の推進は理にかなっていると

いえよう。また，日本短角種は一般に春子生産のため，牛肉の通年出荷ができないという間超をかかえ

ているが，このことについて，小野ぎ）は肥育方法を組合せることによって解決できると述べている。

新夏山冬里方式では春子のみならず秋子の生産をし，それぞれ牛を2シーズン放牧肥育と1シーズン放

牧肥育とによるうまい肉の供絵並びに春子と秋子の濃厚飼料多給型短期肥育と増体効率がよい雄牛肥育

及び低コストな淘汰雌牛放牧肥育などによる大衆肉の供給によって牛肉の通年出荷が創造されよう。こ

のような日本短角種による牛肉供給は季節感がでてきて，それぞれの味とポリュウムを楽しむことにな

ろう。

5　ま　と　め

日本短角桂はその産肉特性からみて，増体重は著しく大きいが濃厚飼料多給型による長期間の肥育は

年休における脂肪の蓄癌が極めて多く，むだであり，コスト高をまねいている。これを改善するために

は，粗飼料多給型肥育法が有効である。特に，放牧による肥育法の導入が本種に適していることを述べ

た。
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日本短角種はその改良過程で乳用タイプと肉用タイプの導入があったため個休の産肉性に変動が大き

くあらわれ，その飼養地区に適合したタイプの牛をつくりあげて，それぞれの肥育仕上げ体重は大型の

もので600毎程度及び小型のもので500極程度にすることが望ましい。一方，まき牛繁殖で哺育能力の

すぐれている日本短角種は，昔からの野草地及び林地での放牧で十分子牛生産をあげうる特性を持って

おり，一部，人工草地化及び混在草地化を加えた公共牧場では，上述の肥育素牛放牧と繁殖牛の放牧を

結合して，肉生産と子牛生産のコスト低減をはかることができることを明らかにした。またこのような草

地が用意されれば春子生産のみならず秋子生産をとり入れることが可能となり，日本短角種の周年出荷

を容易とするであろう。このような集約的内用牛生産体系の創造によって産地をつくる技術の定着をは

からねばならないが．放牧管理の手段並びに新しく生み出された放牧肥育素牛の適正な評価などをどの

ようにするかについての実証的研究が必要であろう。
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